
蓄電池のメリット・デメリット、導入がおす

すめの家庭の例を解説  
 

●​ 蓄電池の導入を考えているがメリットはあるのだろうか 
●​ 導入するのに適している家庭の例が知りたい 

 
こんな疑問をお持ちではないでしょうか? 
 
そこで今回の記事では、蓄電池の基礎知識から一般家庭が導入するメリット・デメリット、どのよう

なご家庭が蓄電池を導入するメリットがあるのか解説していきます。 

蓄電池の基礎知識 
ここでは蓄電池の基礎知識について簡単に解説していきます。 

そもそも蓄電池とは  
そもそも蓄電池とは、電気を貯めておくことができるシステムです。 
 
私たちの生活に身近な例で言うと、スマートフォンやタブレット端末に利用できるモバイルバッテ

リーなどが該当します。 
 
電気を端末に貯めておく事によって、必要な時などに使えるよう準備しておくのが蓄電池の基本

的な使い方です。 

蓄電池が果たす役割 
自宅で使う電力を貯めておき、必要になった時に電力を使用するというのが蓄電池が果たす基

本的な役割です。 
 
具体的には、オール電化のお家であれば、夜電気が安い時に電力を貯めておき、電気代が高い

昼間に使うことで日常的に節約をすることができます。 
 
またお家の発電システムと併用することにより、停電や災害時でも電気を何時でも使えるように

備えておくことも可能です。 

蓄電池の種類 
蓄電池の種類については、主に次の2つの種類が挙げられます。 
 

●​ 産業用蓄電池 
●​ 家庭用蓄電池 

 
どちらも基本的な役割は変わりませんが、産業用蓄電池の方は工業用機械を動かすために容

量が大きいという特徴があります。 
 



【蓄電池の種類について詳しく知りたい方はこちらの記事をチェック】 

蓄電池を一般家庭が導入する7つのメリット 
ここでは蓄電池を一般家庭が導入する7つのメリットについて解説します。 

停電時でも電気が使える 
自宅に蓄電池があることによって、電気を充電して貯めておき、停電時の電気が使えない時に電

気を利用することができます。 
 
特に停電が長引くと、自宅の中で転んでしまったり怪我をしてしまったりすることに繋がってしまう

ので危険です。 
 
メンタル面でも不安定になってしまうため、常に電気を使うことのできる状態を用意しておくという

のはかなり重要なこととなります。 
 
また高齢者の方やペットがいるご家庭では、電気が止まってしまうとかなり影響を受けてしまうの

で、そういった家庭にはかなりメリットがあるといえるでしょう。 

エコな生活を送ることができる 
最近は環境面を考慮したエコな生活、いわゆる「SDGs(持続可能な開発目標)」を意識している人
も多くなっています。 
 
特にクリーンなエネルギーを確保し利用するというのは、エコな生活を意識している人だけに重

要なことというわけではありません。 
 
蓄電池を導入することで、ご家庭でクリーンなエネルギーを利用し地球環境に配慮した生活を送

ることができます。 
 
また太陽光発電と併用することで、CO2を全く発生しない電力を利用し環境に負荷をかけず暮ら
すことが可能です。 
 
少しでも今後も地球環境を良くしたいとお考えのご家庭には、蓄電池はまさに最適といえるでしょ

う。  

長期的な節約が可能 
ご自宅に蓄電池を導入すれば、電気料金が一般的に高いといわれている昼間に貯めた電気を

使用することができるため、長期的な節約というのが可能です。 
 
電気代というのは一般的に使う人が少なくなる深夜が安く、昼間の方が割高に設定されていま

す。（※オール電化プランに限る） 
深夜の安い電気を蓄電池に貯めておくことにより、割高である昼間の電気を使わなくても生活す

ることができるようになるのです。 
 
お住まいの場所によって電気代は深夜と昼までおよそ20円近く違うため、長期的に続けるとかな
りの金額を節約することができます。 

https://docs.google.com/document/d/16LsldITKKeghEJNlUw3ffZjxtPuPuHfgR8T-lwilRL0/edit#heading=h.fsxfssoptiti


 
 

災害時も電気があって安心 
東日本大震災が起きた後に、震源地となった仙台市で行われたアンケートによると、震災後の生

活で最も必要に感じられるのがやはり「電気・ガス・水道」だったそうです。 
 

 
 
参考: 東日本大震災に関する市民アンケート調査|仙台市 
 
このように東日本大震災で被災してしまった人のほとんどが、電気・ガス・水道の復旧がいつにな

るかを最も必要な情報として挙げていました。 
 
これは震災直後だけではなく、震災から1か月後であったとしても変わらなかったようです。 
 
実際にアンケートでも震災3日後から1ヶ月後までのすべての期間、電気・ガス・水道がいつ復旧
するかというのが最も必要な情報として最上位にありました。 
 
被災しなければ電気などの必要性というのを実感することはできません。 しかし何も準備をして
いないと被災をしてからかなり不便な生活を強いられてしまいます。 
 
ご家庭に蓄電池を導入すれば、震災の時でも電気に困ることなく生活をすることが可能です。 
 
また太陽光発電を蓄電池とともに導入しているのであれば、停電が長く続いたとしても常に電気

を使って生活することができます。 
 
万が一の災害時に備えて、蓄電池や太陽光発電を導入するのも立派な災害対策の1つです。 

https://www.city.sendai.jp/kekaku/kurashi/anzen/saigaitaisaku/kanren/documents/houkokusyo3.pdf


太陽光発電と蓄電池のセットで電気の自家消費・売電ができる 
太陽光発電と蓄電池をセットで使用することで、電気の自家消費・売電が可能となります。 
 
つまり家で使う電気を自家消費で賄いつつ、売電による利益を生み出すことができるのです。 
 
東京電力の発表によると、2022年1月には、電力の需給が逼迫していることにより1年前と比較し
ておよそ「1314円」電気代が値上がりしたことが分かっています。 
 
参考:燃料費調整のお知らせ（2022年２月分）|東京電力 
 
またエネルギー庁でも、電力需給見通しを踏まえた需給ひっ迫・市場価格高騰対策が進められ

ており、今後もこの動きは続いていきそうです。 
 
参考:経済産業省エネルギー庁|2021年度冬季の電力需給見通しを踏まえた需給ひっ迫・市場価
格高騰対策 
 
現段階よりも電気代が高騰する可能性は非常に高いため、今から太陽光発電や蓄電池を導入

すれば節約だけではなく売電で大きな利益を生み出せる可能性もあります。 
 
また現在は、国・地方自治体で蓄電池導入における補助金・支援制度も利用することが可能で

す。 
 
この補助金制度はいつ終わるか分からないので、できるだけ早めに蓄電器を導入した方がお得

だといえるでしょう。 

電気自動車のエネルギーにも使用可能 
ご自宅に太陽光発電設備を導入し、なおかつ電気自動車を使用している場合、「トライブリット」と

いう蓄電池であれば、電気自動車に必要なエネルギーを全て賄うことができます。 
 
トライブリット型蓄電池は、以下のような仕組みです。 
 

1.​ 太陽光で発電した電気を蓄電池に貯めておく 
2.​ 電気自動車に電気を送る 

 
日中に車を使う機会が多い家庭でも、貯めておいた電気を夜に自動車へと送ることにより、朝に

はフルチャージされた状態にしておくことができます。 
 
また電気代もかからないため、電気自動車にかかる燃料費を節約できるのも蓄電池と電気自動

車を併用するメリットです。 

パワーコンディショナーが新しくなって効率も上がる 
太陽光発電を既に導入されているご家庭では、蓄電池を導入することでパワーコンディショナー

が新しくなって効率があがるというメリットもあります。 
 
太陽光発電と蓄電池のパワーコンディショナーが一体化しているものを導入することで得られる

メリットは、それぞれ次の通りです。 

https://www.tepco.co.jp/ep/private/fuelcost2/new/index-j.html
https://www.enecho.meti.go.jp/category/electricity_and_gas/electricity_measures/winter/
https://www.enecho.meti.go.jp/category/electricity_and_gas/electricity_measures/winter/


 
●​ スペースを節約できる 
●​ パワコンが新しくなることで電気変換効率がアップする 
●​ 効率アップにより売電量が増える 

 
このようにパワーコンディショナーが新しくなることで得られるメリットは多いので、太陽光発電を

既に導入しているのであれば、パワコン一体型の蓄電池を導入するのがおすすめです。 

早期導入の方がメリットが大きい 
2022年現在、国は蓄電池や太陽光発電を導入する家庭に向けて、補助金や支援制度などを積
極的に行なっています。 
 
今後どうなるかは分かりませんが、早めに導入することで補助金や支援制度を利用することがで

きるため、お得に太陽光発電や蓄電池をご自宅で利用することが可能です。 
 
実際に経済産業省が発表している資料の中でも、早期に導入するほど補助率が高くなることは

明言されています。 
 
参考:蓄電システムをめぐる現状認識|経済産業省 

蓄電池のデメリット 
蓄電池を導入する際には、メリットばかりがあるというわけではありません。 
 
ここでは蓄電池のデメリットについて、具体的にどういったものがあるのか詳しく解説していきま

す。蓄電池のメリット・デメリットを正しく把握して、ご自宅に最適の蓄電池を導入しましょう。 

導入の際に費用がかかる 
蓄電池のデメリットとしてまず1番最初に挙がるのが、導入の際に費用がかかるということです。 
 
どうしても蓄電池は高価なものであるため、初期費用がある程度かかることは避けられません。 
 
ご自宅で使用する電気の量によっても変わりますが、容量が増えれば増えるほど蓄電池の料金

というのは高くなってしまいます。 
 
もっともご自宅に最適の大きさの蓄電池を選んだり、国や自治体による補助金や支援制度を使う

ことである程度初期費用は抑える事が可能です。 
 
新日本エネックスでは、ご家庭ごとに最適の蓄電池や太陽光発電設備を紹介しています。 
 
できるだけお得に蓄電池を導入したいのであれば、ぜひ新日本エネックスへご相談下さい。 

耐久年数に限界がある 
 
 
蓄電池は残念ながら永久に使えるというものではありません。 

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/storage_system/pdf/001_05_00.pdf
https://nj-enex.co.jp/contact
https://nj-enex.co.jp/contact


 
例えば、スマートフォンが「充電」と「放電」を繰り返すことで、バッテリーが劣化してしまうように蓄

電池も少しづつですが年月が経過するごとに劣化してしまいます。 
 
長い間使っていると、導入初期よりも蓄電可能な量が減ってしまうので、寿命を確認して導入す

るのも重要です。 
 
もっとも耐久年数を迎えたらすぐに使うことができなくなるわけではなく、あくまでも蓄電量が少な

くなるというだけなので、場合によってはかなり長い年月使える場合もあるので安心してください。 

外置きタイプの蓄電池はスペースが必要 
外置きタイプの蓄電池を設置するためには、ある程度スペースが必要になります。 
 
目安としては「エアコン室外機」くらいのサイズで、ある程度のスペースは確保しておく必要がある

でしょう。 
 
またスペースだけではなく、以下のような条件を満たしていなければならない場合もあるので注

意してください。 
 

●​ 気温変化が激しくない場所か 
●​ 重塩害地域でないか 
●​ 直射日光が当たらないか 

 
もっとも、室内置きの蓄電池は空気清浄機と同じぐらいのサイズですのでほとんどのご家庭様で

設置が可能です。 

住宅に適している蓄電池を選ばないと寿命が短くなる場合も 
上述でも言及したように、蓄電池には設置場所にある程度制限があります。 
 
これを知らずに住宅に適していない蓄電池を導入すると、大幅に寿命が短くなってしまう場合も

あるので注意してください。 
 
できるだけ長く蓄電池を利用したいのであれば、蓄電池に精通している専門の業者に相談しま

しょう。 
 
【蓄電池のデメリットとそれを解決する方法のまとめ】 

蓄電池のデメリット 解決方法 

導入の際に費用がかかる ・それぞれの家庭に最適の蓄電池を導入する 
 
・国や地方自治体の補助金・支援制度を積極
的に利用する 

耐久年数に限界がある ・できるだけ長持ちする使い方をする 
 
・蓄電池に適した設置場所を選ぶ 



蓄電池を置くスペースが必要 ・事前にスペースを空けておく 
 
・太陽光発電とのパワコン一体型のものを導
入する 

住宅に適している蓄電池を選ばないと寿命が
短くなる（塩害や寒冷地など） 

・蓄電池に詳しい業者に相談する 

蓄電池を導入することでメリットがあるご家庭の例 
ここでは実際に蓄電池を導入することで、メリットがあるご家庭の例について解説します。 

太陽光発電導入済みのご家庭 
太陽光発電導入済みで、売電が多いご家庭は特に蓄電池の導入することでメリットがあるといえ

ます。 
 
蓄電池を導入することで、太陽光発電で発電した電気を貯めておくことができます。 
 
貯めておいた電気を電気代が高い時間に使うことで電気代の節約をしたり、売電することで利益

を生み出したりすることも可能です。 
 
実際に太陽光発電と同時に蓄電池を導入したり、太陽光発電設備を導入してから蓄電池を小買

い求めるというご家庭も多いのも特徴になります。 

オール電化のご家庭 
オール電化のご家庭では、深夜の安い電力を利用することで節約をすることができます。 
 
もっともオール電化であるため、日中の電気代は高価になりますが、それを解決できるのが蓄電

池です。 
 
蓄電池を導入することで、日中の電気代が高い時間の電力使用を抑えることができるので、より

電気代を抑えることができます。 
 
オール電化契約の最大のメリットは、深夜の安い電力を活用することで暮らしに使うエネルギー

費用を抑えることができる点です。 
 
その分日中に使用する電力は高価になりますが家庭用蓄電池システムを導入することで日中の

電力購入を抑え、メリットをさらに高めることができます。 
 
また日中使用する電力を夜間貯めておくことで、日中に発生する電力需要を賄うことが可能で

す。 
 
このようにオール電化のご家庭と蓄電池は非常に相性がよいので、実際に蓄電池を導入してい

るオール電化のご家庭も多いです。 
 



オール電化契約だけど猫ちゃんや犬ちゃん等と住んでいると日中の空調が必須、ご自宅で仕事

をされているなど、日中の電力が多いお宅ではその効果はより大きくなるので導入の検討をして

みてはいかがでしょうか。 

日中の電力使用が多いご家庭 
上記でも少し触れたように、日中はどこの電力会社も電気代を高く設定しています。 
 
しかし蓄電池を導入すれば、日中の電気料金を抑えることが可能です。 
 
特に日中の電力使用が多いご家庭では、大幅に電気代を節約できるのでおすすめといえるで

しょう。 

停電時や災害時に避難所に一緒に避難する事が難しいご家族がおられる

ご家庭 
 
停電時には貯めた電気を使えるので、緊急時にも有効活用できる蓄電池ですが、発電機などが

置いてある避難所では人間以外の動物を受け入れていない、避難所までの移動が難しい方が

おられるご家庭にとっては、特に停電時でも電気が使えるメリットはとても大きいです。 
 
移動することが難しいご家族または猫ちゃん、犬ちゃん等と一緒にお住まいのご家庭様には安

心安全のメリットは大きいでしょう。 

まだ太陽光発電設備をつけていないご家庭 
まだ太陽光発電設備をつけていないご家庭でも、蓄電池を導入するメリットはあります。 
 
ここまで解説してきたように、「電気代の安い深夜」に電気を貯めておき「電気代の高い日中」に

使うことのできるのが蓄電器の特徴です。 
 
まだ太陽光発電設備をつけていない、もしくはオール電化でないご家庭でも節約効果は計り知れ

ません。 
 
もっとも太陽光発電と併用すれば、様々な恩恵を受けることができるので、蓄電池導入と同時に

太陽光発電を導入するのもおすすめです。 

蓄電池の導入はメリットが多い! 
今回は蓄電池の基礎知識から導入によるメリット・デメリットについて解説してきました。 
 
蓄電池を導入することで得られるメリットは多く、またどんな家庭でもある程度の効果を見込むこ

とができます。 
 
またデメリットについても、導入にあたって色々な工夫や業者に相談することで、ある程度解決す

ることが可能です。 
 



新日本エネックスでは、それぞれのご家庭に最適の蓄電池を選ぶための説明やアドバイスをし

ています。 
 
蓄電池導入に当たって、分からないことや気になることがあれば、まずは新日本エネックスにご

相談ください。 
 

 

https://nj-enex.co.jp/contact
https://nj-enex.co.jp/contact
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